
石狩市高齢者保健福祉計画 

 第 1 章 主要施策 

第 1 節 施策の方向性 

石狩市の高齢化率は、2016 年度に初めて 30％を超え、2025 年度には 35％を

超えることが推計されています。 

 高齢者が「住み慣れたいしかりで健康で生き活きと安心して暮らせる」ため

には、健康寿命の延伸が重要です。平成 28 年国民生活基礎調査によると介護が

必要になった原因は、認知症、脳血管疾患、高齢による衰弱の順に多いことが

報告されています。認知症や脳血管疾患は生活習慣病との関連が強く、高齢期

のみならず、ライフステージに応じた健康づくり施策が必要であり、石狩市健

康づくり計画（平成 28 年３月策定）で推進されています。 

一方、高齢による衰弱など、筋力・体力の低下により介護が必要になる方も

多く存在することは、健康づくりに加えて介護予防が必要であることを示して

います。近年の研究では、社会性を保ち、人とつながり続けることが介護予防

に最も効果があるとの報告が増えています。人と積極的に交流し、生きがいを

持ち、趣味や生活を楽しむ活発な高齢者像を市民と共有するとともに、地域コ

ミュニティが高齢者の出番・役割や居場所を創出できるような働きかけを進め

ます。 

例え介護が必要な状態になっても、慣れ親しんできた地域や人とのつながり

を保ちながら、自分らしい生活を続けられるよう、多様な主体が支え合う地域

包括ケアシステムの整備を更に進めます。基本となる在宅介護サービスの確保、

生活支援サービスの充実を図るとともに、医療と介護を同時に必要とする高齢

者や認知症、権利擁護に対する施策を推進します。 

 また、環境整備では、当市の地域特性を考慮すると、除雪、買物支援、移動

支援などの課題があり、関係部局と連携して検討を図りながら進めますが、特

に過疎地域においては早急な検討が必要と強く認識しています。 

少子高齢化社会において、若年層の人口減少に伴い、高齢者を支える人材不

足は当市でも喫緊の課題です。介護保険サービスの提供を担う専門職の確保の

ほか、市民後見人、認知症サポーター、介護予防サポーターなど地域高齢者の

生活を支える多様な人材育成を図ります。 

 当計画推進には市民との協働が不可欠です。地域住民やボランティア、法人

や団体などの地域の社会資源を有効に活用するとともに、共生型社会の実現を

視野に、地域コミュニティが我が事として互いに支え合う意識の醸成に努めま

す。 
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